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1.はじめに 

尾張地域では近年、趣味の蜜蜂飼養者(以下、趣味)が増加傾向にあり、飼養衛

生管理の未熟さに起因すると考えられる腐蛆病等の疾病の多発・まん延が危惧さ

れている。これまでに本邦において、趣味の飼養衛生管理に関する詳細な実態を

調べた報告は確認されていない 1,2)。そこで、趣味の飼養衛生管理に関する現状

を把握し、具体的な指導事項と対策を明らかにすることを目的に、今回初めて飼

養衛生管理を中心としたアンケ－ト調査を実施し問題点の抽出並びに課題の整

理を行った。 

 

2.材料及び方法 

アンケート（問 1～28）を作成し、尾張地域内全ての蜜蜂飼養者（重箱式飼養

者を除く）88 戸に配布した。調査期間は 2018 年 4 月から 10 月までとした。調

査項目は、(1)経営形態(2)飼養管理(3)衛生管理(4)その他の 4 項目とした。具体

的には、(1)経営形態項目として、業態、飼養目的、飼養年数・群数及び養蜂組

合加入の有無、(2)飼養管理項目として、外検及び内検頻度、内検項目、給餌時

期、蜜・花粉源、女王更新頻度及び越冬対策、(3)衛生管理項目として、消毒方

法、巣脾交換頻度、疾病認知度及び害虫対策、(4)その他の項目として、現在の

問題点、苦情と対応策、技術的サポ－トの有無及び家畜保健衛生所への要望とし

た。 

調査結果のまとめ方は、飼養者を趣味、専業及び兼業に分け、各項目の結果を

3 者間で比較した。特に今回、趣味では飼養及び衛生管理の多くの項目に養蜂マ

ニュアル(2011)等で示された推奨方法と比べて適切ではない項目が多く確認さ

れた。これに対して、専業の多くは同推奨方法とほぼ同等で適切に行われていた

ことから、結果及び考察については、趣味と専業との間で有意な差が認められた

項目を中心に論述した。 

統計処理は、一元配置による分散分析により有意差検定を行い、各区間（趣味、

専業及び兼業）の多重比較は Tukey-Kramer 法を用いた。 

 

3.結果 

アンケ－トの回収結果から、約 65%が趣味で組合加入率は 11.4%であった。趣

味と専業との間で有意な差が認められた項目は、飼養管理では、内検時確認項目



数及び確認内容(花粉量)、給餌時期、蜜源の把握、越冬対策実施項目数及びその

内容(飼育頭数の確保)であった(表 1)。衛生管理では蜂場消毒とバロア病対策

(動物用医薬品を使用)及び疾病認識度であった(表 2)。 

 

 表 1.飼養管理項目の主な調査成績 

    趣味 専業 兼業 P 値 

内検 
確認項目数(全 7 項目※1) 4.5B 6.8A 4.9AB P<0.01 

確認内容(花粉量)(%) 24.2b 77.8a 22.2b P<0.05 

給餌時期 
2 月(%) 39.3b 88.9a 77.8ab P<0.05 

8 月～10 月(%) 23.8B 66.7A 22.2B P<0.01 

蜜源を把握していない(%) 51.8A 2.6B 41.7A P<0.01 

越冬対策 
実施項目数(全 4 項目※2) 2.2b 3.2a 2.9ab P<0.05 

内容(飼育頭数確保)(%) 21.2B 77.8A 33.3AB P<0.01 

異符号間に有意差あり(大文字 P<0.01、小文字 P<0.05) 

※1 内検時確認項目：女王の有無、産卵状況、貯蜜量、分蜂の有無、ダニ寄生

の有無、病害虫の発生、花粉量 

※2 越冬対策実施項目：巣門の半閉鎖、冬囲い、給餌、飼育頭数確保 

 

表 2.衛生管理項目の主な調査成績 

   趣味 専業 兼業 P 値 

蜂場の消毒未実施(%) 63.6A 0B 66.7A P<0.01 

バロア病対策 

(動物用医薬品の使用)(%) 
58.8b 100a 66.7ab P<0.05 

疾病認識(%) 

アメリカ腐蛆病 81.8 100 88.9 NS 

バロア病 18.2b 88.9a 55.6a P<0.01 

ノゼマ病 33.3B 100A 55.6AB P<0.01 

チョーク病 78.8 100 100 NS 

アカリンダニ症 36.4b 88.9a 66.7ab P<0.05 

異符号間に有意差あり(大文字 P<0.01、小文字 P<0.05) 

  

また、趣味の養蜂家には技術的な指導者が少なく、家畜保健衛生所に求めるこ

ととして研修会の開催(72.7%)が最も多く、次に病気の診断(21.2%)であった。さ

らに、研修会の内容としては、養蜂家による技術指導を選択している割合が

51.5%と特に多く認められた。 



 

4.考察 

花粉は蜜蜂にとってタンパク質、脂質及びミネラルといった体を作るのに必要

な栄養源である 3)。若い幼虫に与えるロイヤルゼリーの原料も花粉である。夏場

は蜜・花粉源となる花が少ない時期であり、蜜や花粉の残量をみて給餌する必要

がある 4)。今回の調査より趣味では内検時に花粉量を確認する割合や夏から秋に

かけて給餌を行う割合が専業に比べて有意に少なかった。夏場の給餌不足は群勢

の低下を招く可能性が考えられた。また趣味では蜜源を把握していない割合が多

くみられたが、健全な蜂群維持のためには蜜・花粉源となる植物の確保は重要で

ある。花粉は蜜蜂の免疫力にも大きく影響する。最近の研究成果から、花粉源植

物の種類が少なくなると採取対象となる花粉の種類も少なくなり、より単一源に

なるにつれて蜂群としての免疫力(抵抗性)は低下すると報告している 5)。蜜・花

粉源実情に合わせて適切に蜂群を配置し、群数を決定する必要がある 4)。 

西洋蜜蜂は寒さに弱く、越冬中は通常、産卵と育児が停止するため、越冬前に

十分な蜂数を確保し 6)、春先には女王蜂が産卵を開始するため給餌を行う必要が

ある 4)。趣味では越冬対策として飼育頭数の確保を選択した割合や春先の 2 月に

給餌する割合が少なく、越冬の可否や春先の立ち上がり方に影響を与えている可

能性が考えられた。 

アメリカ腐蛆病の原因菌であるアメリカ腐蛆病菌は蜂場の土壌に菌が存在す

ることが知られており 7)、疾病の蔓延防止のためには蜂場消毒は必須である。ま

た腐蛆病以外の疾病に対する認識不足や適切な対応策の未実施は、疾病の発生や

弱群化を招く可能性が考えられた。 

今回趣味において専業との間に大きな差がみられた飼養及び衛生管理の項目

は、専業レベルと同等程度に維持できていなければ、蜂群の弱体化、腐蛆病をは

じめとする疾病の発生及び感染拡大につながる可能性がある。そのため家畜保健

衛生所における優先順位の高い指導事項と考えられた。対策として(1)腐蛆病対

策についてのリーフレットを作成し、管内農家に配布した。今後リーフレットに

ついては、今回明らかとなった指導事項を中心に継続的に作成し、配布する予定。

(2)趣味では技術的サポートを受ける機会が少なく、指導事項を中心とした学び

の場の提供が必要だと考えられた。このことから、専業養蜂家による飼育管理方

法及び家畜保健衛生所職員による衛生管理方法についての研修会を開催し情報

共有の場を提供する予定である。 
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